
盛
もり

岡
おか

市
し

 

 

 

 

 

 

  

  

   

   

   

   

『陸
む

奥
つ

の土
ど

風
ふう

』は、幕
ばく

末
まつ

から明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

にかけての画
が

家
か

、小
お

保
ぼ

内
ない

東
とう

泉
せん

によって

描
えが

かれたものだと伝
つた

えられています。正
しょう

月
がつ

風
ふう

景
けい

・市
いち

日
び

(※1)・秋
あき

まつり・南
なん

部
ぶ

の角
かく

土
ど

俵
ひょう

(※2)・盆
ぼん

踊
おど

りなどのようすが色
いろ

とりどりに描
えが

かれており、明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

初
しょ

期
き

の福
ふく

岡
おか

(現
げん

在
ざい

の二戸
にのへ

市
し

) 周
しゅう

辺
へん

における人
ひと

びとの生
せい

活
かつ

のようすを知
し

ること

ができるとても貴
き

重
ちょう

な資
し

料
りょう

です。そのため、1969(昭
しょう

和
わ

44)年
ねん

に二戸
にのへ

市
し

の有
ゆう

形
けい

文
ぶん

化
か

財
ざい

に指
し

定
てい

されました。 

『陸
む

奥
つ

の土
ど

風
ふう

』の風
ふう

景
けい

を見
み

ると、たくさんの人
ひと

たちが市
いち

日
び

に集
あつ

まり楽
たの

しんで

いたことが分
わ

かります。また、『二戸
にのへ

市
し

史
し

(二戸
にのへ

市
し

の歴
れき

史
し

書
しょ

)』でも、昭
しょう

和
わ

中
なか

頃
ごろ

の福
ふく

岡
おか

周
しゅう

辺
へん

について「普
ふ

段
だん

は静
しず

かな福
ふく

岡
おか

が市
いち

日
び

にはお祭
まつ

りのように賑
にぎ

わって

いた」と紹
しょう

介
かい

されています。家
か

庭
てい

への自
じ

動
どう

車
しゃ

の普
ふ

及
きゅう

が進
すす

み、高
こう

速
そく

道
どう

路
ろ

や新
しん

幹
かん

線
せん

が整
せい

備
び

され、大
おお

型
がた

店
てん

が郊
こう

外
がい

に進
しん

出
しゅつ

するようになると人
ひと

の流
なが

れが大
おお

きく変
か

わ

りました。しかし、二戸
にのへ

市
し

をはじめ多
おお

くの場
ば

所
しょ

では昔
むかし

ながらの市
いち

日
び

が続
つづ

けら

れており、地
じ

元
もと

の人
ひと

にとって大
たい

切
せつ

な交
こう

流
りゅう

の場
ば

にもなっています。 

 

 

けんぱくものしりシート 

2021年
ねん

9月
がつ

 

歴
れき

史
し

― № 2 3 

陸
む

奥
つ

の土
ど

風
ふう

 

※1 『南
なん

部
ぶ

絵
え

巻
まき

物
もの

-陸
む

奥
つ

の土
ど

風
ふう

-』で紹
しょう

介
かい

され、現
げん

在
ざい

も行
おこな

われている市
いち

日
び

(定
てい

期
き

市
いち

)の日
にっ

程
てい

。 

 

※2 けんぱくものしりシート民
みん

俗
ぞく

№13をごらんください。 

二戸
にのへ

市
し

 

当
とう

館
かん

壁
へき

面
めん

パネル絵
え

の一
いち

部
ぶ

 

一戸
いちのへ

(1･11･21)、浄
じょう

法
ぼう

寺
じ

・軽
かる

米
まい

(2･12･22)、金
きん

田
た

一
いち

･荒
あら

屋
や

新
しん

町
まち

(4･14･24) 

伊
い

保
ぼ

内
ない

(7･17･27)、三戸
さんのへ

・八戸
はちのへ

(8･18･28)、福
ふく

岡
おか

(9･19･29)、田子
たっこ

(10･20･30) 
 



参
さん

考
こう

『南
なん

部
ぶ

絵
え

巻
まき

物
もの

－陸
む

奥
つ

の土
ど

風
ふう

－』熊
くま

谷
がい

印
いん

刷
さつ

出
しゅっ

版
ぱん

部
ぶ

 1980年
ねん

 /『二戸
にのへ

市
し

史
し

 第
だい

二
に

巻
かん

 近
きん

世
せい

･近
きん

代
だい

･現
げん

代
だい

』二戸
にのへ

市
し

 2001年
ねん

 / 

『ひとつの資
し

料
りょう

から 歴
れき

史
し

-陸
む

奥
つ

の土
ど

風
ふう

』岩
いわ

手
て

県
けん

立
りつ

博
はく

物
ぶつ

館
かん

 1984年
ねん

 他
ほか

  

◆店
みせ

の種
しゅ

類
るい

(一
いち

部
ぶ

) 
 

 

 

 

 

 

 

◆たくさんの人
ひと

や牛
ぎゅう

馬
ば

 

市
いち

日
び

のようすが描
えが

かれた部
ぶ

分
ぶん

には、

500人
にん

以
い

上
じょう

の人
じん

物
ぶつ

や 50頭
とう

以
い

上
じょう

の牛
ぎゅう

馬
ば

が描
えが

かれています。 

◆荷
に

物
もつ

の運
はこ

び方
かた

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

それでは、明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

初
しょ

期
き

の市
いち

日
び

のようすを観
かん

察
さつ

してみましょう。 

 

 

 

 

    

  

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

朝
あさ

市
いち

・骨
こっ

董
とう

市
いち

・歳
さい

市
いち

(※4)など、現
げん

在
ざい

でもいろいろな種
しゅ

類
るい

の市
いち

が各
かく

地
ち

で開
ひら

か

れています。みなさんもぜひ、いろいろな“市
いち

”に参
さん

加
か

して、市
いち

日
び

ならでは

の雰
ふん

囲
い

気
き

を楽
たの

しんでみませんか。 

 

 

〒020-0102 34 

Tel. 019-661-2831 Fax. 019-665-1214 

http://www2.pref.iwate.jp/~hp0910/ 
 

「けんぱくものしりシート」の内
ない

容
よう

は発
はっ

行
こう

当
とう

時
じ

のものです。最
さい

新
しん

情
じょう

報
ほう

ではございませんので、

あらかじめご了
りょう

承
しょう

ください。 

「けんぱくものしりシート」は解
かい

説
せつ

員
いん

が執
しっ

筆
ぴつ

し

ております。 

※3 けんぱくものしりシート歴
れき

史
し

№15をごらんください。 

※4 正
しょう

月
がつ

用
よう

品
ひん

などを販
はん

売
ばい

する市
いち

。現
げん

在
ざい

では、店
みせ

で行
おこな

う年
ねん

末
まつ

売
うり

出
だ

しのことをいいます。 

背
せ

中
なか

にのせる 
背
せ

中
なか

にのせる 

荷
に

車
ぐるま

を引
ひ

かせる 

髪
かみ

形
がた

や服
ふく

装
そう

に西
せい

洋
よう

文
ぶん

化
か

の

影
えい

響
きょう

を受
う

けている人
ひと

たち

の姿
すがた

もあります(※3)。 

 

穀
こく

類
るい

を販
はん

売
ばい

 

(稗
ひえ

や大
だい

豆
ず

など) 
着
き

物
もの

などを販
はん

売
ばい

 

茶
ちゃ

屋
や

 

(食
しょく

事
じ

など) 

海
かい

産
さん

物
ぶつ

を販
はん

売
ばい

 

(干
ひ

物
もの

・塩
しお

漬
づ

け) 

竹
たけ

細
ざい

工
く

の 

材
ざい

料
りょう

を販
はん

売
ばい

 

胸
むね

や脇
わき

でもつ つるす 
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肩
かた

にのせる 

 


